
７ 平成２３年（２０１１年）６月４日（土）

　　　板橋区役所　〒１７３‐８５０１（個別郵便番号）
　　　　　　　　　　　　板橋区板橋２ノ６６ノ１

水銀を含むごみは
「可燃ごみ」として出すことはできません

　環境　

■
荒
川
下
流
部
の
河
川
巡
視
～
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
の
赤
色
回
転
灯
を
点
灯
し

ま
す
～

　
河
川
内
で
の
異
常
の
発
見
や
迷
惑
行

為
の
防
止
と
し
て
、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
に
よ
る
巡
視
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
、
自
転
車

と
歩
行
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
た

な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
ト
ラ
ブ
ル
の

抑
止
効
果
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

に
装
備
し
て
い
る
赤
色
回
転
灯
を
点
灯

さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
▽
問
合
＝

荒
川
下
流
河
川
事
務
所
☎
３
９
０
２
‐

２
３
７
９

ー
ル
で
①
エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
ミ

ニ
講
座
申
込
②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
E
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
明
記
の
う
え
、
エ
コ
ポ

リ
ス
セ
ン
タ
ー
〒
　
‐
０
０
６
３

１７４

前
野
町
４
ノ
６
ノ
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〈
第
３
月
曜
休
館
〉

方
か
ら
、
家
電
の
節
電
方
法
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き
　
７
月
８
日
金
　
時
～
　
時

１４

１５

と
こ
ろ
　
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
１
階

ホ
ー
ル

内
容
　
㈱
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の
環
境

活
動
・
節
電
啓
発
活
動
、
家
庭
で

で
き
る
効
果
的
な
節
電
方
法

講
師
　
㈱
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
取
締
役

Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
　
加
藤
周
二
、
節
電
相

談
コ
ー
ナ
ー
担
当
者

定
員
　
　
人
（
区
内
在
住
の
方
を

５０

優
先
し
抽
選
）

費
用
　
無
料

申
込
・
問
　
６
月
　
日
（
必
着
）

２０

ま
で
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

電
力
不
足
が
心
配
さ
れ
る
今
年

の
夏
、
効
果
的
な
節
電
で
電
気
も

お
金
も
節
約
し
ま
せ
ん
か
。

店
頭
で
節
電
相
談
に
対
応
し
て

い
る
㈱
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の
社
員
の

エコライフフェアミニ講座

今年の夏は
みんなで節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電節電！！

受講者募集

を
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
地
球
温
暖
化
な
ど
対
策
の
強

化
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
身
近
な
環
境
問
題
か
ら
地

球
規
模
の
環
境
問
題
ま
で
、
様
々

な
環
境
負
荷
に
対
し
て
、
区
が
よ

り
良
い
地
球
環
境
を
め
ざ
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
を
パ
ネ
ル
な

ど
で
紹
介
し
ま
す
。

と
き
　
６
月
４
日
土
～
　
日
火
、

２１

９
時
～
　
時
（
最
終
日
は
　
時
ま

１７

１２

で
）

費
用
　
無
料

と
こ
ろ
・
問
　
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
☎
５
９
７
０
‐
５
０
０
１

〈
第
３
月
曜
休
館
〉

近
年
、
環
境
問
題
に
対
し
て
は

国
際
的
な
議
論
や
取
り
組
み
が
い

く
つ
か
実
行
さ
れ
、
一
部
は
効
果

環境リサイクル
パネル展

申
込
・
問
　
６
月
　
日（
必
着
）ま

２０

で
、
応
募
動
機
（
　
字
以
内
）
と

４００

別
紙
に
①
緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー
申
込

②
郵
便
番
号
・
住
所
③
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
④
年
齢
⑤
職
業
⑥
電
話

番
号
⑦
区
内
在
勤
・
在
学
の
場
合

は
勤
務
先
・
学
校
名
を
明
記
の
う

え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
み
ど
り
と
公
園

課
緑
化
推
進
グ
ル
ー
プ
（
仮
庁
舎

Ｍ
Ｓ
ビ
ル
４
階
）
〒
　
‐
０
０
０
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橋
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ノ
　
ノ
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メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
　
人
程
度

５０

※
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん

と
き
　
来
年
３
月
ま
で
に
５
回
程

度
（
平
日
の
　
時
か
ら
２
時
間
程

１８

度
）

※
第
１
回
会
議
は
、
７
月
４
日
㈪

　
時
か
ら
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
　
会

１８

５０４

議
室
で
開
催
し
ま
す

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
　
歳
以
上
で
、
緑
に
関
心
の
あ

１８
る
方

区
で
は
、
３
月
に
緑
の
基
本
計

画
「
い
た
ば
し
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

２
０
２
０
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
区
民
や
事
業
者

の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
の
取
り
組

み
の
推
進
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
い
ま
す
。
協
働
に
よ
る
緑
の
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く

た
め
、
公
園
の
美
化
や
緑
の
手
入

れ
、
自
然
環
境
観
察
な
ど
の
活
動

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
実
践
し
て
い
く

た
め
の「
緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
」

緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
会
議

メ
ン
バ
ー
募
集

※
雨
天
の
場
合
は
　
日
木
に
順
延

１６

定
員
　
　
人
（
申
込
順
）

３０

費
用
　
　
円
５０

申
込
・
問
　
６
月
６
日
㈪
朝
９
時

か
ら
電
話
で
、
み
ど
り
と
公
園
課

緑
化
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
３
５
７
９
‐
２
５
３
３

志
村
城
跡
か
ら
小
豆
沢
に
か
け

て
、
崖
線
の
緑
と
湧
き
水
を
観
察

し
な
が
ら
約
　
㎞
を
歩
き
ま
す
。

２.５

と
き
　
６
月
　
日
水

１５

※
　
時
に
都
営
三
田
線
「
志
村
三

１０
丁
目
」
改
札
集
合
（
　
時
小
豆
沢

１２

公
園
解
散
予
定
）

みどりの
ガイドツアー

し
、
中
小
規
模
事
業
所
の
節
電
対

策
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
へ
の
取
り

組
み
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
を
促
進
す
る
た
め
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

と
き
　
６
月
　
日
木
　
時
～
　
時

３０

１８

２０

と
こ
ろ
　
ハ
イ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

対
象
　
熱
・
燃
料
・
電
気
の
原
油

換
算
使
用
量
が
年
間
１
５
０
０
㎘

未
満
の
事
業
者

に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
節
電
対

策
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
東
京
都
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
連
携

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
夏
期
の
電
力
供
給
量
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
停

電
や
計
画
停
電
を
回
避
す
る
た
め

に
は
、
区
内
の
中
小
規
模
事
業
所

※
原
油
換
算
使
用
量
年
間
１
５
０

０
㎘
は
、
電
気
代
・
ガ
ス
代
な
ど

燃
料
費
を
合
わ
せ
て
年
間
１
億
円

程
度

定
員
　
　
人
（
申
込
順
）

３０

費
用
　
無
料

申
込・問
　
環
境
保
全
課（
区
役
所

６
階
③
窓
口
）・
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
環
境
保
全
課
環
境

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
修
会

～
節
電
対
策
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
向
け
て
～

受
講
者
募
集

都
市
推
進
係
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●
大
正
琴
「
中
台
ベ
ル
フ
ラ
ワ
ー
」
　

第
１
・
第
３
木
曜
　
　
時
～
　
時
　
中

１０

１２

台
地
域
セ
ン
タ
ー
　
月
額
３
０
０
０
円

☎
小
原
０
９
０
‐
１
５
０
３
‐
６
８
２

９●
華
道「
こ
の
み
会
」　
月
２
回
水
曜
　

９
時
　
分
～
　
時
　
大
原
社
会
教
育
会

３０

１２

館
　
月
額
２
４
０
０
円
※
花
代
が
別
途

必
要
　
☎
野
村
５
９
７
０
‐
７
３
９
７

●
叙
情
歌
「
花
水
木
」
　
　
歳
以
上
の

４０

方
対
象
　
第
１
・
第
３
木
曜
　
　
時
～

１０

　
時
　
ロ
ー
タ
ス
ホ
ー
ル
　
入
会
金
３

１２０
０
０
円
・
月
額
３
０
０
０
円
　
☎
石

山
３
９
３
４
‐
２
０
８
４

●
合
気
道
栄
道
場
　
毎
週
土
曜
　
　
時
１８

～
　
時
　
板
橋
九
小
　
１
回
　
円
　
☎

２０

５００

宮
村
０
８
０
‐
３
０
０
８
‐
５
２
０
５

●
水
泳
「
み
ど
り
会
」
　
初
心
者
～
中

級
者
の
女
性
対
象
　
毎
週
木
曜
　
　
時
１０

～
　
時
　
東
板
橋
体
育
館
　
月
額
４
５

１２
０
０
円
　
☎
佐
藤
３
９
６
２
‐
９
８
５

６●
社
交
ダ
ン
ス
「
美
心
会
」
　
初
心
者

歓
迎
　
毎
週
月
曜
　
　
時
　
分
～
　
時

１３

３０

１５

　
分
　
下
赤
塚
地
域
セ
ン
タ
ー
　
入
会

３０金
１
０
０
０
円
・
月
額
３
０
０
０
円
　

☎
中
島
０
９
０
‐
４
０
７
４
‐
５
９
８

６●
抹
茶
サ
ロ
ン
　
初
心
者
歓
迎
　
第
２

・
第
４
月
曜
　
　
時
～
　
時
　
蓮
根
地

１３

１７

域
セ
ン
タ
ー
　
入
会
金
１
０
０
０
円
・

月
額
２
０
０
０
円
　
☎
久
保
３
９
６
０

‐
６
１
３
２

※活動日時・場所などは変更 
になる場合があります。各サー 
クルにお問い合わせください 

  

《家庭から出る「水銀を含むごみ」の出し方》
分別方法製品の例

「不燃ごみ」の日に出してください体温計・
血圧計・蛍光灯

販売店の回収ボックスに出してくださいボタン型電池

人
気
の
庭
園「
薬
師
の
泉
」も
歩
き
ま
す

昨年２３区内の複数の清掃工場において、水銀
を含むごみが原因で焼却炉を停止する事態が発
生しました。
焼却炉が停止すると、清掃工場の設備復旧に

多くの時間と費用がかかるだけでなく、ごみの
収集が遅れるなど様々な問題が起こります。同
様の事態が続発すると、ごみの収集ができなく
なるという最悪の事態も想定され、みなさんの
生活に深刻な影響をもたらすこととなります。
区民・事業者のみなさんが正しい分別方法で

ごみを出していただくことにより、このような
事態を防ぐことができます。みなさんのご協力
をお願いします。
●事業所から出る「水銀を含むごみ」の出し方
事業活動に伴い「水銀を含むごみ」を排出す

る場合は、法律・条例に基づき廃棄物の処理・
運搬を許可された業者を通じた適正な処理をお

願いします。
●スプレー缶・ライターの分別をお願いします
区内で清掃車両の火災が多発しています。次

のことを守って処分してください。また、危険
ですのでスプレー缶は穴をあけずに出してくだ
さい。
・スプレー缶・ライターは必ず使い切ってから
捨ててください

・それぞれ別の袋に入れ、袋に「スプレー缶」
「ライター」と表示してください

・不燃ごみ収集日に集積所に出してください
※キャップなどの取り外せるプラ
スチック類は「可燃ごみ」として
出してください

問　合
清掃リサイクル課管理係☎３５７９‐２２１７
板橋東清掃事務所☎３９６９‐３７２１
板橋西清掃事務所☎３９３６‐７４４１
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